
　
松
平
定
信
は
保
守
的
政
治
家
の
印

象
が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
は
先
駆

的
政
策
を
い
く
つ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
政
治
理
念
を
同
じ
く
す
る
仲
間
と

「
政
策
研
究
会
」
に
あ
た
る
も
の
を

つ
く
り
、
老
中
就
任
の
際
に
は
、
そ

の
中
か
ら
優
秀
な
人
材
を
幕
閣
に
登

用
し
ま
し
た
。

　
東
京
学
芸
大
学
名
誉
教
授
竹た

け

内う
ち

誠ま
こ
と

氏
は
「
定
信
は
初
め
て
政
策
政
治
を

行
い
『
吉よ

し

宗む
ね

政
策
と
田た

沼ぬ
ま

政
策
を
一

歩
進
め
た
両
方
の
延
長
線
上
に
あ
る

政
策
』
を
実
行
し
た
」
と
高
く
評
価

し
て
い
ま
す
。

　
寛か

ん

政せ
い

の
改
革
の
中
で
、
定
信
は
民

政
を
担
当
す
る
郡
代
と
代
官
を
大
幅

に
（
19
人
）
入
れ
替
え
て
い
ま
す
。

「
悪
代
官
」
を
一
掃
し
、
有
能
な
代

官
を
抜ば

っ

擢て
き

し
て
農
村
を
立
て
直
そ
う

と
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
、
塙
代
官

寺て
ら

西に
し

封た
か

元も
と

が
い
ま
し
た
。

　
封
元
は
、
定
信
の
政
治
方
針
に
倣な

ら

っ
た
間
引
き
防
止
や
人
口
増
加
策
を

実
行
し
ま
す
。
ま
た
、
広
域
的
な
連

携
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
水
戸
藩

・
白
河
藩
・
棚
倉
藩
を
は
じ
め
と
す

る
十
数
藩
の
役
人
を
集
め
た
「
地
方

官
会
議
」
を
開
い
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
画
期
的
な
事
業
の
陰
に
は
、

定
信
の
影
響
あ
る
い
は
支
援
が
あ
っ

た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
火ひ

付つ
け

盗と
う

賊ぞ
く

改あ
ら
た
めの
長は

谷せ

川が
わ

平へ
い

蔵ぞ
う

の
提
案
を
受
け
て
、
定
信
は
石

川
島
の
埋
め
立
て
地
に
「
人に

ん

足そ
く

寄よ
せ

場ば

」

を
つ
く
り
、
江
戸
の
無
宿
人
を
集
め

て
職
業
訓
練
を
施
し
て
か
ら
社
会
に

出
す
と
い
う
、
社
会
福
祉
的
な
政
策

を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
「
集

し
ゅ
う

古こ

十じ
っ

種し
ゅ

」
の
よ
う
な
文
化
財
保
護
の
先

駆
け
と
な
る
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
政
策
は
、
定
信
の
革
新

的
な
政
治
と
い
え
る
も
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 第

四
回

松ま
つ

平だ
い
ら

定さ
だ

信の
ぶ

の
革
新
的
政
治

×

渋
沢
栄
一
松
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南
湖
を
彩
る
系
譜

（
文・
中
山
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記
念
文
学
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植う
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村む
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洋ひ
ろ

）

▲寛政２年（1790）の人足寄場（『一
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話
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一
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言
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▲『寺
てら
西
にし
重
じゅう
次
じ
郎
ろう
封
たか
元
もと
肖像画』

　（秦
しんのたいちろう
太一郎氏所蔵）

　
４
月
は
入
学
・
就
職
・
転
勤
の
季

節
で
す
。
転
勤
す
る
方
は
、
後
任
の

方
と
引
き
継
ぎ
を
し
た
方
も
い
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
江
戸
時
代
の
大
名
も
時
期
は
ま
ち

ま
ち
で
す
が
、
領
地
を
移
る
「
転て

ん

封ぽ
う

」

が
あ
り
ま
し
た
。

　
文
政
６
年（
１
８
２
３
）に
松ま

つ

平だ
い
ら

定さ
だ

信の
ぶ

の
子
、
定さ

だ

永な
が

が
桑
名
へ
移
り
、
忍お

し

藩
（
行
田
市
）
の
阿あ

部べ

正ま
さ

権の
り

が
白
河

に
移
っ
て
き
た
際
の
こ
と
を
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

　
白
河
に
い
た
定
永
が
幕
府
か
ら
江

戸
に
来
る
よ
う
に
、
と
の
知
ら
せ
を

受
け
た
の
は
３
月
12
日
で
し
た
。
こ

の
時
点
で
は
何
の
呼
び
出
し
か
分
か

り
ま
せ
ん
。

　
急
ぎ
準
備
し
て
18
日
に
白
河
を
出

た
定
永
は
、
22
日
に
江
戸
に
着
き
、

24
日
に
江
戸
城
で
将
軍
か
ら
桑
名
転

封
を
申
し
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
急
な
転
封
の
知
ら
せ
に
、
実
際
に

桑
名
へ
引
っ
越
す
白
河
の
家
臣
は
準

備
に
追
わ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
当
時

は
、
藩
の
財
政
難
な
ど
で
家
臣
た
ち

は
借
金
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
白
河

を
出
発
す
る
ま
で
に
返
せ
ず
、
桑
名

に
移
っ
て
か
ら
返
済
す
る
と
い
う
、

白
河
の
町
人
宛
て
の
借
用
証
文
か
ら
、

引
っ
越
し
の
慌
た
だ
し
さ
が
う
か
が

え
ま
す
。

　
幕
府
か
ら
も
、
入
れ
替
わ
る
大
名

家
と
の
打
ち
合
わ
せ
や
、
城
の
建た

て

坪つ
ぼ

、

米
や
武
具
の
量
、
堀
の
深
さ
、
城
壁

の
狭さ

間ま

（
鉄
砲
や
弓
を
放
つ
隙
間
）

の
数
の
報
告
な
ど
が
指
示
さ
れ
、
作

成
す
る
城
絵
図
に
は
櫓や

ぐ
ら

・
門
の
数
、

寺
や
町
の
名
の
記
入
ま
で
指
図
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
転
封
は
、
幕
府
が
細

か
く
指
示
し
、
城
も
大
名
同
士
で
直

接
は
受
け
渡
し
で
き
ず
、
必
ず
幕
府

の
使
者
（
上じ

ょ
う

使し

）
が
派
遣
さ
れ
、
立

ち
合
い
ま
し
た
。
城
や
領
地
は
「
将

軍
が
一
時
的
に
預
け
て
い
る
」
と
認

識
さ
れ
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
受
け
渡
し
当
日（
９
月
28
日
）、
上

使
が
小
峰
城
に
入
り
、
受
け
渡
し
開

始
を
指
示
す
る
と
、
城
の
各
門
が
松

平
家
か
ら
阿
部
家
の
門
番
に
引
き
渡

さ
れ
、
続
い
て
書
類
な
ど
が
引
き
継

が
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
手
続
き
を
経
て
、
転
封

は
よ
う
や
く
完
了
す
る
の
で
す
。

第
十
三
話

藩
の
転
封
と

　
城
の
引
き
渡
し

小
峰
城
よ
も
や
ま
話

問
文
化
財
課
☎
�
２
３
１
０

▲今までの借金を桑名転封後に返済する旨
　を記した松平家家臣服

はっ

部
とり

半
はん

蔵
ぞう

の借用証文
（歴史民俗資料館蔵）

４
月
10 土 ▷ミニミニおはなし会

　りぶらん　　15:00～15:15
11 日 休館（大信）
12 月 休館（りぶらん・大信）
13 火 休館（表郷・東）
14 水

15 木 ▷ミニミニおはなし会
　りぶらん　　15:00～15:15

16 金

17 土
▷子ども向け上映会
　『おしりたんてい』
　りぶらん　　13:30～14:10

18 日
19 月 休館（りぶらん・大信）
20 火 休館（表郷・東）

21 水
▷大人向け上映会
　『風雲児たち～蘭学革

れぼりゅうし

命篇～』　
　りぶらん　　13:30～15:00

22 木
23 金

24 土 ▷ミニミニおはなし会
　りぶらん　　15:00～15:15

25 日
26 月 休館（りぶらん・大信）
27 火 休館（表郷・東）
28 水
29 祝 休館（表郷・東）
30 金 休館（大信・東）

５
月
１ 土 ▷大人向け上映会『赤い渓谷』　

　りぶらん　　13:30～14:50
２ 日
３ 祝 休館（表郷・東）
４ 祝 休館（表郷・東）
５ 祝 休館（表郷・大信・東）
６ 木 休館（全館）
７ 金 休館（りぶらん）

８ 土 ▷ミニミニおはなし会
　りぶらん　　15:00～15:15

※最新の情報は、図書館にお問い合わ
　せいただくか、ホームページや館内
　掲示板をご確認ください。

【各図書館の問い合わせ先／開館時間など】
■りぶらん　　☎�3250／10:00～19:00
※土・日・祝日の開館        10:00～18:00
※エントランスの開館　　　 9:00～21:00
◇ミニミニおはなし会（３歳～小学生向け）
　感染症対策にご協力ください（先着５組程度）。
■表郷図書館　☎�4784／10:00～18:00
■大信図書館　☎�3614／10:00～18:00
■東図書館　　☎�1130／10:00～18:00

図書館からのお知らせ

おすすめ新刊

いかに＜気体＞を発見し、手なずけてきたか
空気と人類

サム・キーン／著　寒川  均／訳

　自然界の気体としての空気。人類がど
のように空気を利用し文明を発展させて
きたか、人類と空気の関係の変化を３つ
の章に分け「空気とは何か」をおもしろ
く紹介する１冊です。

つくりかたがよくわかるお料理教室①
朝ごはん　ごはんとみそ汁

かんちく たかこ

　毎日食べる朝ごはん。ごはん・パン・
みそ汁・卵焼き・焼き魚などいろいろ種
類はあるけど、自分で作るのは難しそう。
そんな時は、この本と一緒に作ろう！た
くさん写真があり、楽しく挑戦できます。

《一般図書》

《児童図書》

図書館カレンダー

今月のテーマ展示

※ホームページでもオススメの本を紹介しています。

　春を迎え、芽吹きの季節です。
雪溶けとともにやわらかくなった
土に種をまくように、今まで気付
かなかった・興味のなかったこと
に挑戦するヒントがもらえる本で、
可能性の種をまいてみませんか？

大人向け

　新しいクラスや友だち…。新し
いことが始まる春に、みんなの「新
しいOO」を応援する本を集めま
した。ドキドキ・ワクワクしてい
る人もきっと自分の１冊を見つけ
られるはずです！

子ども向け

《図書館ボランティアを新規募集します》
◦募集期限　５月30日㈰
◦活動期間　６月15日㈫～令和４年３月31日㈭
※ボランティア保険に加入します（加入料は不要）。
◦活動内容　ブックスタートの協力、おはなし会での読み語
　　　　　　り、棚の整理など
◦申込方法　りぶらんで配布する申込書に記入のうえ、提出
　　　　　　してください。
※感染症対策のため開始時期が変更になる可能性があります。
　詳しくは、お問い合わせください。

《10周年記念イベント》
　令和３年７月にりぶらんは開館10周年を迎えます。さら
にりぶらんを身近に感じられるイベントを予定しています。
▷ティーンズ落書き会
　りぶらん２階ティーンズコーナーのガラス窓に、高校生が
絵を描いてフォトスポットを作ります。詳しくは、ホームペ
ージやツイッターをご覧ください。

種をまく

おうえん!!

新しい
○○を

1213

市立図書館りぶらんお気に入りの作品を見つけよう！
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